
厚生労働省 平成２０年度発達障害者就労支援者育成事業『発達障害がある人と支援者の経験交流会』

 

 

 

発達障害がある人の就労支援において、教育、医療、福祉、労働をはじめとする支援関係者の連携と

支援体制の整備は、今や重要な課題となっています。今回は、発達障害の当事者たちが「この現実社会

で努力している実際や、就職活動や就労体験の話を聞き、併せて就労支援や雇用にかかわる人たちの話

も聞く交流会を行いたいと思います。ふるってご参加下さい。 

 

   

   

   

                  

  

  

14:00～14:10 挨拶 
14:10～16:20 シンポジウム『発達障害がある人の就労を考える』 

    当事者２名 (予定) 

松田由紀子氏(世田谷区障害者就労支援センターしごとねっと 所長) 

    相馬未知氏(髙木工業株式会社 総務部 障害者雇用推進グループ長) 

コーディネーター：石井哲夫(東京都発達障害者支援センター センター長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  電話：03-3426-2318 / FAX:03-3706-7242
e-mail:tosca@kisenfukushi.com 担当：神保、高田
http://www.tosca-net.com  

   
 

★定員になり次第締め切りとなります。同日、午前に開催される『就労支援関係者講習会』に参加されて

いる方でも、定員の関係でお断りする場合もありますのでご了承ください。 

 

 

 

 

*営団地下鉄銀座線・半蔵門線・千代田線：表参道駅 徒歩7分

*JR山の手線・東急東横線・京王井の頭線：渋谷駅 徒歩12分

*都バス（茶81系統・渋8８系統）渋谷駅からバス4分 

「青山学院前」バス停下車 徒歩2分 



   

 

厚生労働省 平成２０年度発達障害者就労支援者育成事業 東京都発達障害者支援センター主催 

 

お名前 

ご所属 

 

(所在地：              区・市・郡) 

職名・役職                      

 

ご連絡先 TEL: FAX:                    

 

以下、アンケートのご記入にご協力ください。 

１． 今回このセミナーをどのようなルートで知りましたか？ 

①  労働局  

②  ハローワーク  

③  就労支援機関（支援機関名：                 ） 

④  東京都発達障害者支援センター  

⑤  その他（                          ） 

 

２．このような交流会の参加経験はありますか？ いずれかに○をつけてください。 

  ①  ある（時期：  年  月頃   主催：                       ）  

②  ない  

 

３. 発達障害がある人の就労（支援）に関わられてから今年で何年目を迎えられますか？ 

  当てはまる番号に○をつけてください。 

①  まだ一度もかかわったことがない    

②  関わり始めて1年未満である 

③  関わり始めて1年以上3年未満である  

④  関わり始めて3年以上である 

 

４．今回のセミナーに参加されるきっかけについてお知らせください。（複数回答可） 

＜就労支援関係者＞ 

①  発達障害者がある人の支援に関わった経験がなく、将来を見据えて学ぶ必要性を感じてい 

   るから。 

②  発達障害がある人の相談が増えてきていて対応に様々な困難を感じているから 

③  発達障害がある人の就労支援に係るにあたり障害特性をもう少し理解したいから 

④  発達障害がある人の就労支援に係るにあたり社会資源情報等をもう少し得たいから 

⑤  その他（                           ） 

 

 



＜雇用主＞ 

⑥  発達障害（精神枠）で雇用を将来的に検討しようと思っているから 

⑦  実習の受け入れを検討または実際に受け入れているから 

⑧  委託訓練中の採用候補生がいるから 

⑨  トライアル雇用中だから 

⑩  既に雇用していて新たな知見や継続的な支援の情報を得たいから 

⑪  発達障害について知らないので情報として得ておきたいから 

⑫  その他（                           ） 

 

 

５．今回の交流会で期待すること、ご意見があればお寄せ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      質問は以上です、ご協力ありがとうございました。 

 


